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【星峠の棚田】

会 長 挨 拶
NHOさいがた医療センター 山﨑 正明

紅葉の候、皆様におかれましては益々ご清栄のこととお慶び申し上げます。
昨年の定期総会後に役員が入れ替わり、早や一年。近年、歳を重ねる毎に一日が本当に短く感じられます。
さて、今年度の新潟地区会の活動も残すところ定期総会と研修会のみとなりました。
さっと振り返りますと、まずは理事会を11月、5月、9月の計3回開催。
6月17日には新潟病院のご担当で地区会交流会を行いました。「ボランティアガイドと巡る歴史と醸造のまち『長岡 摂田
屋』＆ビアパーティー」との催しで、16名の会員にご参加いただきました。当日、私は犀潟駅から電車で現地に向いましたので
アルコール飲み放題！！ 吉乃川（株）の酒蔵資料館『瓢亭』での日本酒の試飲、その後、長岡駅に移動してビアホール
『BADEN-BADEN』でのビールと、久しぶりに昼間から良い気分にさせてもらい身も心もリフレッシュできました。ご参加された
皆様も、いかがでしたでしょうか？（お土産にいただいた旭屋さんの「煮たまごパン」は衝撃でした。すごく美味しかったです）
広報活動としては、すっかり他の地区会にもお馴染みとなった会報「朱鷺っと」を1月、7月、10月に計画通り発行することが
できました。
9月2日の第45回国臨協関信支部学会・地区会ポスター展示では、比較的早い時期から役員一丸となって対応しました
が、健闘むなしく昨年に続き入賞を逃す結果となりました。これは、ひとえに私の不徳の致すところが原因で、誠に申し訳ござ
いませんでした。しかし、他地区会のポスターの多くが目を見張る出来栄えで（プロ？）、年々レベルが上がる一方です。今
後のため、皆様の中に「私が！」というアイデアマンが居られましたらぜひ挙手いただきたいと思います。
この一年間、少数の役員で地区会活動を無事行って来られたことは、会員の皆様の日頃からの多大なるご理解とご協力を
いただいたお陰です。紙面をお借りし、改めて感謝いたします。
ご多用のことと存じますが、10月14日はぜひ新潟病院にご参集下さい。役員一同、心よりお待ち申し上げております。



国臨協関信支部新潟地区会
平成28年度（第37回）定期総会＆研修会

平成29年10月14日（土） NHO新潟病院 臨床検討会室Ⅰ

13：00 受付開始

13：25 研修会

講演Ⅰ 『採血業務（検査前プロセス）における基礎的な注意点
～採血管の取り扱いと臨床検査値への影響について～ 』
積水メディカル株式会社 検査事業部 須長 宏行先生

講演Ⅱ 『伝達事項ならびに会員の皆様に向けて』
関東信越グループ医療担当 臨床検査専門職 林 亮先生

15：45 定期総会

17：00 懇親会会場へ移動

懇親会のご案内

日時： 10月14日（土）17：30～

会場：『割烹 かもした』
柏崎市東本町1丁目11-36
☎0257-22-2333

会費：￥5,500
（2時間飲み放題コース 税込）



第45回国臨協関信支部学会
発表演題

＊生化学・免疫統合機の導入を
経験して

NHOさいがた医療センター
水澤 望 技師

＊Respiratory syncytial virus
およびHuman metapneumovirus
の同時検出が可能な迅速診断
キット「クイックチェ®RSV/hMPV」
の有用性

NHO新潟病院
加藤 梨紗 技師

＊超音波検査装置のプローブ
グリップに関する工夫

NHOさいがた医療センター
島田 朋幸 技師

＊臨床検体を使用した改良アクリジンオ
レンジ蛍光染色液の性能評価

NHO西新潟中央病院
高橋 直也技師

＊ゾニサミド測定試薬の基礎的検討
NHO西新潟中央病院
保田 剛史技師

※ 発表順

平成29年9月2日（土）
国立国際医療研究センターにて

NHOさいがた医療センター
島田技師が学会特別賞および
ベスト口演賞を受賞されました。

第45回国臨協関信支部学会 報告

支部表彰

NHO新潟病院
齊間 理 殿

NHO新潟病院
渡部 弘美 殿

長年に渡り関信支部の発展および運営に
広く貢献し事業に寄与されたとして、NHO
新潟病院の齊間技師長ならびに渡部技師
が表彰されました。



第45回国臨協関信支部学会 地区会ポスター

とても斬新で素敵なポスターでしたが、今年も入賞を逃してしまいました。 (´；ω；`)ｳｩｩ
近年、各地区会とも工夫を凝らしたレベルの高いポスターになっています。 来年は入賞！！



私の趣味

NHO西新潟中央病院 高橋 直也

私の趣味！と聞かれたときに無趣味な私が唯一趣味と言えるのがソフトテニスです。
就職と同時に始め今では、毎日出来たらなぁくらいにのめり込んでいます。
ソフトテニス！といっても硬式とどう違うのか？と皆さんは思うかもしれませんが同じ“テニス”といっても異なる部分が
いくつかあります。
大きく違う点はボールがゴム製でやわらかいものを使います。そのため当たっても痛くなく小さな子供から80歳を超え
るような年配の方、女性の方まで幅広く楽しめます。
その他にはラケットの同じ面(硬式は違う面で打つ)でバックハンドを打ったり、風の影響をものすごく受けたりします。
その他は基本的に硬式テニスとほとんど変わらず、シングルス、ダブルスで競技を行います。
私は、ダブルスでは前衛といわれるネットの近くでプレーをするポジションについています。前衛は相手の後衛(後ろの
ポジション)と駆け引きをしながら狙ったボールを決めるプレーをします。そのため相手の動きや体の向きなどしっかり
観察し、瞬時に判断しなければなりません。ソフトテニスをやっていてそういった点は検査に通ずる部分があるのか
なぁと感じます。
皆さんも機会があれば是非やってみてはいかがでしょうか！

【編集後記】
秋の気配を感じる日々となりました。
秋といえば収穫の秋。
今年もまた美味しい新潟のお米をいただけ
るのがとても楽しみです。
単身生活2年目、ごはん炊きも上手になり
ました。（炊飯鍋で火加減を調整しながら
炊いています。美味しく炊けた時は何とも言
えない自己満足に浸っています。）
先日、星峠の棚田を見に行きました。
魚のうろこのように並ぶ小さな田んぼが
織りなす棚田の風景の美しさと厳しい環境
のなか300年以上前から続いている先人た
ちの叡智に触れることができました。

満たされないものを嘆くよりも、与えられて
いるものに感謝する心を常に持ちたいと思
います。

会員の皆様は、どのような秋を楽しんでい
るのでしょうか？

今年度最後の『朱鷺っと』発行を終えるこ
とができました。皆様のご協力のおかげと、
心より感謝申し上げます。（N.T)

新潟地区会事務局
NHO新潟病院 臨床検査科内
☎0257-22-2126(内線3350）


